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寺子屋小山台受講生に望むこと 
－ 志を高く、視野を広く、思索を深く、行動を着実に － 

 

2021年 8月 21日 

福川 伸次 

 

1. 世界が変わる、日本はどうする 

① 最近の世界の現状をみると、コロナ感染症（COVID-19）の蔓延、米国と中国

の覇権争い、世界経済の停滞、英国の EU離脱、中国の拡大政策、北朝鮮の核

開発、地球環境の劣化などが象徴するようにグローバル・リスク（政治、経

済、社会）が高まり、グローバリズムが揺らいでいる。 

② グローバリズムは平和と成長を持続する必須の条件で、人類の貴重な資産。 

③ 1990年代初頭のバブル経済の崩壊を契機に日本が停滞期に。人口減少と高齢

化で潜在成長力が低下。 

（参考）世界における日本の GDPシェア  

1993年 16％、2018年 6.0％、2050年には 3.0％になるとの予測も。 

④ 日本は AI、ビッグデータなどの情報通信技術主導のイノベーション競争に立

ち遅れ、その回復が急務。 

⑤ グローバリズムは日本の存続と発展にとって必須の条件。世界に働きかけを。 

 

 

2. 日本が目指す社会像 

① 世界と人類に貢献し、世界から敬愛されるグローバル国家を目標に。 － グロ

ーバリズムとイノベーションが基軸。 

② 量的拡大よりも質の高い市場経済を目標に。 － AIを中心に技術開発力が高

く、経済面では 1人当りの GDPの充実を図る。 

③ 創造力が豊かで、文化性が高く、社会の秩序が保たれ、豊かな自然に恵まれ、

生活の充実した社会を目指す。－ 人間価値の高揚。 

④ 日本社会のもつ伝統と価値の高揚を図る。 － 日本力（ジャパナビリティ）の

発揮。 

⑤ 人間力こそその源泉。高度の教育力の醸成が必須。 



- 2 - 

3. 社会人として期待される人間像 

① 基本に立ち返って考究し、全体最適の結論を導き、それを行動に移す。 

（百聞は一見に如かず、百見は一考に如かず、百考は一行に如かず。） 

② フロンティアに挑戦する意欲を持ち、それを実現する戦略性を備える。 

③ 海外の政治、経済、技術、文化、歴史などを理解するグローバビリティを高め

る。 

④ 海外の人々と理解し合い、共感し合うコミュニケーション力を備える。 

⑤ 日本の歴史、文化、魅力などの「日本力」を進化させる能力を高める。 

⑥ 社会に貢献する意欲と能力を備える。 

 

 

4. 職業人として社会に貢献するには 

① 世のため、人のために尽くす心を大切に。 

② 全体最適を目指す複眼思考を。 － グローバル思考とクリティカル思考 

③ 職業人としての専門能力と誇りを。 

④ 指示待ちの姿勢を超えて課題発見能力と課題解決能力の充実を。 

⑤ 国際ルール、法令、規則などを遵守するコンプライアンスの重視を。 

 


